
令和８年度北海道地方最低賃金審議会 

第１回北海道鉄鋼業最低賃金専門部会議事要旨 

 

 

１ 日  時  令和８年９月 14 日（月）13：20～14：00 

 

２ 場  所  北海道労働局 ７階会議室 

 

３ 出 席 者  公 益 代 表 委 員 ３名 

        労働者代表委員 ３名 

        使用者代表委員 ３名 

        事  務  局 ４名 

 

４ 議題 

（１）北海道鉄鋼業最低賃金専門部会⾧及び部会⾧代理の選任について 

（２）北海道鉄鋼業最低賃金専門部会運営規程等について 

（３）北海道鉄鋼業最低賃金の改正審議について 

（４）その他 

 

５ 議事要旨 

（１）北海道鉄鋼業最低賃金専門部会⾧及び部会⾧代理の選任について 

   部会⾧に國武委員、部会⾧代理に亀野委員が推薦を受け、承認された。 

（２）北海道鉄鋼業最低賃金専門部会運営規程等について 

  ① 事務局から第 2 回目以降の議事の公開・非公開について審議を求めた。 

 ② 審議の結果、議事を非公開とすることが決定された。 

  ③ 事務局から、第 3 回北海道地方最低賃金審議会において、以下の 2 点が決定さ

れていることを報告した。 

   ・ 最低賃金専門部会が全会一致で決議した場合は、その決議が審議会の決議と

なること。 

   ・ 当該専門部会に係る最低賃金の異議申出期間が満了した時点で、当該専門部

会が廃止となること。 

（３）北海道鉄鋼業最低賃金の改正審議について 

  ① 労働者代表、使用者代表の順で意向表明が行われた。 



  ② 労働者代表から、鉄鋼業界の経済情勢、業界を取り巻く状況及び特定最低賃金

に対する見解が示された。 

    また、引上げ額 60 円、1,225 円の金額提示が行われた。 

  ③ 使用者代表から、最低賃金に対する考え方、現在の鉄鋼業界の情勢等について

発言があった。 

    また、引上げ額 56 円、1,221 円の金額提示が行われた。 

  ④ 労働者代表から使用者代表に対し、金額の再検討が可能かの質問があった。 

  ⑤ 使用者代表委員から、金額の再検討は可能である旨の発言があった。 

  ⑥ 公益代表委員から、労働者側の金額の再検討の可否について質問があった。 

  ⑦ 労働者代表委員から、提示金額の再検討を行うとの発言があった。 

  ⑧ 次回以降の専門部会の日程調整を行い、第 2 回専門部会は、９月 24 日（木）

午後１時 30 分から、第 3 回専門部会は９月 29 日（火）午後１時 30 分から、そ

れぞれ行うことが確認された。 

（４）その他 

  ① 各委員から発言は無かった。 

  ② 事務局から各府県の特定最低賃金（鉄鋼業）の審議状況について報告した。 

    また、第 2 回及び第 3 回専門部会の会場の報告を行った。 

 

 


